
※野生鳥獣との共存に向けて・ ・ ・
平成２４年５月３１日に

ニホンジカによる森林被害
防止を図るため、伊豆地域
森林鳥獣被害対策協議会を
設立しました。
静岡県による調査では、

㎢伊豆地域に１ あたり適正
密度である１～２頭を大幅
に上回る約２７頭のニホン
ジカが生息しており、樹木
の枝葉の食害と樹皮剥ぎ、
シイタケやワサビの食害等

の農林業への被害が深刻となっています。
これに対して同県では、科学的・計画的な保護管理に

より、被害の軽減を図り、生物多様性の保全、人との適
切な関係の構築を目指す特定鳥獣保護管理計画（ニホン
ジカ）を策定しており、積極的に対策を講じているとこ
ろです。
このような中、当署としても国有林と民有林等がお互

いに連携・協力し、野生鳥獣との共存に向け取り組むこ
とが必要であると考え、関係団体等（伊豆市・猟友会・
署）やオブザーバーの森林総合研究所や森林・林業研究
センター、東部農林事務所を軸に、国有林をフィールド
とした地域に応じた捕獲方法を模索するため、協議会を
設立しました。
協議会では、国有林の採種園跡地を活用して、ポイン

ト絞った生息調査や植生
調査、被害調査を行うこ
とにし、新たな捕獲方法
や捕獲に向けた森林施業
の在り方について、様々
な観点と手法をもって試
行していくことにしまし
た。今後の活動において、
地域にあった取組を具体
に実施するには、多くの
方々の助言が必要である
と考えています。

※天城山皮子平のマメザクラ保護・再生活動
１ ５ 年 ほ ど 前 か ら 弱

り 始 め た マ メ ザ ク ラ を
保 護 し よ う と 関 係 団 体
を 含 め た 「 天 城 山 皮 子
平 マ メ ザ ク ラ 保 護 協 議
会」が設立されました。
協 議 会 で は 、 衰 退 原

因 を 調 査 す る た め の 調
査 や モ ニ タ リ ン グ 、 地
元 中 学 生 に よ る 後 継 樹
の 苗 の 育 成 等 を 実 施 し
てきました。

これまでの協議会で、下層植生等の衰退は、シカ
が大きく影響していることを確認したため、平成２
３年度末にはシカ食害を防止するための防護柵を設
置し、平成24年５月１８日に協議会並びに地元中学
校の協力のもと、皮子平の種子を発芽させ植え戻す
ことができました。
今後は、苗木の観察や数少ないマメザクラの母樹

からの天然更新、防護柵設置による下層植生の変化
等を調査し、何故に衰退してしまったかなど、新た
な観点から調査できることを期待しています。
マメザクラの再生には、長期に渡る活動が必要で

すが、今日まで多くの方々の協力により活発な活動
が継続できているの
は、地元の方々の天
城山に対する保護意
識の高さがあったか
ら こ そ だ と 思 い ま
す。
これからも地元の

方々と連携し、また
協力を得ながら着実
にこの活動を続けて
いき、皮子平を昔の
ような姿に戻すこと
ができればと考えて
います。

担当：業務課長


